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ѷྚ・᎚᫭り˺り૙室

縄文土器˺り૙室

トンȜྚ˺り૙室

縄文のነ˺り૙室

　縄文人が៲に着けていたѷྚや᎚᫭りを

Ӌ考に、๖石という᠂らかい石をЪって、

ǪリǸナルの縄文Ǣクǻǵリーを˺ります。

石はᄶけばᄶくほどきれいにήります。

　発掘された土器を৖本に縄文土

器を˺ります。２日᧓かけてᙌ˺

しᲢᚃ子૙室のᙌ˺は1日Უ、約

Ძカஉʑ༞させた後、遺跡庭園内

で野焼きを行います。

縄文のࠋ˺り૙室

　ዻࠋዻみは、縄文時代からӖけ

ዒがれてきたࠋをዻǉ২ඥ。体᬴

૙室では、᰺ኜとǪリǸナルの˺

ಅӨを̅って、Ӟ代にዻまれたࠋ

を再現します。

　日本のǬラǹྚᙌ˺のഭӪはࢄ

生時代にڼまります。Ǭラǹのొ

を๋かして、᠆にࠇきつける方ඥ

で、ǪリǸナルのトンȜྚを˺り

ます。

　縄文時代はɼに植ཋのጞዜから

ነや縄を˺っていました。૙室で

は、「カラȠシᲢᒋᲣ」という植

ཋからጞዜをӕりЈし、ነを˺り

ます。

いろいろな体᬴૙室いろいろな体᬴૙室

・଀ᚨȡンȆナンǹのための˞᫾Ტɧ定期Ჴ年ૠׅèᲣ
　è ᛇኬな日ᆉはțーȠȚーǸሁでƝᄩᛐくƩさい。

示替えのᐮ時˞᫾期᧓Ტ�உИକから中କᲣޒ・

・年஛年ڼᲢ12உ29日から1உ�日までᲣ

ಮẉễޒᅆể˳᬴ἅὊἜὊ

・ʮ王相模Ҿዴ「ʮ王多摩ǻンター」ᬜよりࢻഩ5分

・小ဋ࣯多摩ዴ「小ဋ࣯多摩ǻンター」ᬜよりࢻഩ5分

・多摩モノȬール「多摩ǻンター」ᬜよりࢻഩᲱ分

このほかにもܓራƝとに様々な体᬴૙室などを᧏͵しています。

ᛇしい内ܾや日ᆉ、ဎしᡂみ方ඥなどは、țーȠȚーǸまたは

క内チラシをƝᚁいたƩくか、ᩓᛅでおբい合わせくƩさい。

休 館 日

入 館 料

開館時間
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ᲳᲴᲭᲪからᲫᲱᲴᲪᲪまでè
è遺跡庭園「縄文の村」は11உから2உまで16��0᧍園
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あさひも

あんぎん

　ᆖ؉・多摩・八王子・ထဋのׄ市にまたがる、

東ᙱ14km、南北2～4km、ዮ面積3,000haという

広大な面積をஊする多摩ニュータウン。そのɯᨒ

内に約1,000箇所の遺跡が点在しています。　
　東ʮᣃ؈ᔺ文҄ᝠǻ

ンターでは、1966Ტ昭

和41Უ年から40年᧓か

けて、290ha、770ሖ所

の遺跡を発掘調査して

きました。

示țールには、こޒ　

の多摩ニュータウン遺

跡からЈ土した縄文土

器などがૠ多くޒ示さ

れており、いつでも自

ဌに見学できます。

じく

せ ん い



遺跡庭園内には、5,000年
前に縄文の村の周囲に生えて

いたと考えられる樹木や野草

を50種類以上植え、当時の森

の様相を再現しています。

　当時この地域には、シラカシを中心とした常緑広葉樹のほ

か、クヌギ、コナラ、トチノキ、クリ、クルミといった温帯

落葉広葉樹や、カヤなどの針葉樹を交えた豊かな森が広がっ

ていたと推定されています。

　この縄文の森は、当時の人々にとって日々の食糧を得るた

めの場所であると同時に、道具や住居の材料を得るための場

所もあり、生活に密着した大切な森であったといえます。

　現在は、この縄文の

森で、縄文土器の野焼

きや自然観察会など、

さまざまな行事を行っ

ています。

遺跡庭園「縄文の村」は、1987(昭和62)年、多摩

ニュータウン№57遺跡を保存する目的で整備され

ました。№57遺跡は、旧石器時代から中世にいた

る複合遺跡ですが、縄文時代前期の住居跡２軒、

中期の住居跡５軒、落とし穴などが発掘され、縄

文時代の集落跡であることがわかりました。

現在、№57遺跡の南側の半分は、調査を終了し

た状態のまま盛り土をして「縄文の村」の地中に

保存されています。

園内に復元された３棟の住居内では、防虫・防

腐をかねて日替わりで火焚きを行っており、運が

よければ実際の火焚きが見学できます。このほか

園内には、発掘時の状況を再現した住居跡の模型

や、湧水などもあわせて再現し、「縄文の村」の

景観を体感することができます。

ひ　 た

　八王子市堀之内の№796遺跡で発見された住居を移築したもので

す。床に大きく平たい石が敷かれていることから、敷石住居と呼ば

れており、およそ4,500年前の多摩地域の住居の特徴をよく示して

います。室内の面積は約8㎡と少し小さめです。

　発掘調査当時の位置に復元された

住居です。床の形が長辺7m、短辺

4.5mの長方形で、室内の面積は約

20㎡とやや広く、5～６人くらいは

十分に住めたと考えられています。

　住居の棟の上には、屋根が浮き上

がらないように土を盛って押さえ、

さらにヒバなどが植えられています。

　鉄塔の東側で発見された住居

をモデルに復元した住居です。

壁沿いの5本の柱で屋根を支えて

おり、床の形は長径5m、短径4m

の楕円形で、室内の面積は約18

㎡と、縄文時代中期の標準的な

大きさの住居です。

　発掘調査後の住居跡に盛り土

をして、竪穴住居２軒の調査当

時の様子を模型で再現しました。

中央には炉があり、まわりの柱

が立っていたと思われるところ

には実際に短い柱をあしらって

みました。

　北斜面の小さな谷に湧水をた

める小さな水場がつくられてい

ます。現在は水脈が切れて湧水

は見られませんが、かつては、

どんな日照りのときでも、枯れ

ることはなかったようです。

　きっと縄文人もこの水を利用

していたことでしょう。

中期の竪穴住居（5,000年前）前期の竪穴住居（6,500年前）

敷石住居（4,500年前）

竪穴住居の模型

湧水跡

遺跡庭園「縄文の村」遺跡庭園「縄文の村」 縄 文 の 森
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